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国際ワークショップ国際ワークショップ
　

世
界
の
研
究
機
関
な
ど
が
参
加

　

こ
の
「『
ナ
ト
リ
ウ
ム
冷
却
高

速
炉
の
シ
ビ
ア
ア
ク
シ
デ
ン
ト
の

発
生
防
止
と
影
響
緩
和
』
に
関
す

る
国
際
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」
は
、

国
際
原
子
力
機
関
（
Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ
）

が
協
賛
。
ナ
ト
リ
ウ
ム
冷
却
高
速

炉
の
計
画
を
有
す
る
世
界
各
国
の

研
究
機
関
、
規
制
機
関
、
電
力
会

社
、
産
業
界
、
大
学
、
政
府
と
Ｉ

Ａ
Ｅ
Ａ
か
ら
約
100
名
の
専
門
家
が

参
加
し
、
東
京
電
力
福
島
第
一
原

子
力
発
電
所
の
事
故
も
踏
ま
え
た

議
論
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

　

歴
史
あ
る
ナ
ト
リ
ウ
ム
冷
却
炉

　

今
後
の
世
界
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
需

要
を
満
た
す
た
め
、
高
速
炉
サ
イ

ク
ル
は
、
実
用
的
か
つ
効
果
的
な

エ
ネ
ル
ギ
ー
源
と
し
て
認
識
さ
れ

て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
も
、
ナ
ト

リ
ウ
ム
冷
却
高
速
炉
は
こ
れ
ま
で

の
世
界
レ
ベ
ル
で
の
長
い
開
発
と

運
転
の
歴
史
が
あ
り
、
最
も
有
望

な
概
念
と
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
ま

す
。

　

近
年
で
は
、
ア
ジ
ア・
ロ
シ
ア・

フ
ラ
ン
ス
を
中
心
に
そ
の
開
発
が

精
力
的
に
進
め
ら
れ
て
き
て
お

り
、
日
本
の
「
常
陽
」（
茨
城
県

大
洗
町
）
と「
も
ん
じ
ゅ
」、
ロ
シ

ア
の
「
Ｂ
Ｏ
Ｒ

－

60
」
と
「
Ｂ
Ｎ

－

600
」、
イ
ン
ド
の
「
Ｆ
Ｂ
Ｔ
Ｒ
」

が
運
転
、
設
備
保
守
の
経
験
を
蓄

積
し
て
き
て
い
ま
す
。
ま
た
、
昨

年
に
は
中
国
の
実
験
炉
「
Ｃ
Ｅ
Ｆ

Ｒ
」
が
初
送
電
を
開
始
し
、
ロ
シ

ア
の
「
Ｂ
Ｎ

－

800
」、
イ
ン
ド
の

「
Ｐ
Ｆ
Ｂ
Ｒ
」
も
こ
れ
ま
で
の
技

術
を
も
と
に
現
在
建
設
が
進
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

福
島
の
教
訓 

高
速
炉
に
も

　

一
方
で
、
昨
年
の
東
京
電
力
福

島
第
一
原
子
力
発
電
所
に
お
け
る

事
故
後
、
こ
の
事
故
か
ら
の
教
訓

を
生
か
し
つ
つ
原
子
力
の
安
全
性

を
高
め
る
こ
と
が
世
界
的
な
優
先

課
題
と
な
っ
て
お
り
、
軽
水
炉
の

み
な
ら
ず
ナ
ト
リ
ウ
ム
冷
却
高
速

炉
に
つ
い
て
も
そ
の
特
性
を
十
分

に
勘
案
し
な
が
ら
こ
れ
を
行
っ
て

い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
て

き
ま
し
た
。

　

安
全
確
保
の
考
え
方
な
ど
検
討

　

こ
う
い
っ
た
背
景
の
下
、
本

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
は
、
ナ
ト
リ
ウ

ム
冷
却
高
速
炉
を
開
発
し
て
い
る

各
国
と
Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ
の
研
究
者
や
施

設
責
任
者
、
規
制
当
局
者
ら

が
一
堂
に
会
し
、
ナ
ト
リ
ウ

ム
冷
却
高
速
炉
に
お
け
る
炉

心
溶
融
に
至
る
よ
う
な
シ
ビ

ア
ア
ク
シ
デ
ン
ト
の
発
生
防

止
と
影
響
緩
和
の
た
め
の
安

全
確
保
の
考
え
方
と
具
体
的

な
対
応
策
に
つ
い
て
検
討
す

る
こ
と
を
目
的
に
開
催
さ
れ

た
も
の
で
す
。

　

キ
ー
メ
ッ
セ
ー
ジ

　

各
国
代
表
者
が
ナ
ト
リ
ウ

ム
冷
却
高
速
炉
の
開
発
状
況

や
シ
ビ
ア
ア
ク
シ
デ
ン
ト
対

策
へ
の
取
り
組
み
状
況
を
報

告
し
、
さ
ら
に
は
パ
ネ
ル
討

論
を
通
じ
て
活
発
に
議
論
が
さ
れ

ま
し
た
。

　

こ
の
結
果
、「
東
京
電
力
福
島

第
一
原
子
力
発
電
所
の
事
故
を
受

け
、
シ
ビ
ア
ア
ク
シ
デ
ン
ト
に
対

処
す
る
た
め
の
『
ア
ク
シ
デ
ン
ト

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
』
を
よ
り
高
度
化

し
て
い
く
と
と
も
に
、
高
速
炉
の

設
計
に
シ
ビ
ア
ア
ク
シ
デ
ン
ト
の

発
生
防
止
と
影
響
緩
和
の
た
め
の

革
新
的
な
手
法
を
取
り
入
れ
て
い

く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
」
こ
と
を

柱
と
す
る
、
次
ペ
ー
ジ
の
よ
う
な

キ
ー
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
取
り
ま
と
め

ら
れ
ま
し
た
。

「
ナ
ト
リ
ウ
ム
冷
却
高
速
炉
の
シ
ビ
ア
ア
ク
シ
デ
ン
ト
の
発
生

防
止
と
影
響
緩
和
」
に
関
す
る
国
際
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ  　
　

報　 告

ナ
ト
リ
ウ
ム
を
使
う
高
速
炉
の
過
酷
事
故

ど
う
防
ぎ
、
万
一
の
事
故
時
に

ど
う
防
ぎ
、
万
一
の
事
故
時
に

影
響
を

影
響
を    

ど
う
緩
和
す
る
か

ど
う
緩
和
す
る
か

　

原
子
炉
で
発
生
し
た
熱
を
取
り
出
す
の
に

ナ
ト
リ
ウ
ム
を
使
う
「
ナ
ト
リ
ウ
ム
冷
却
高

速
炉
」。

　
「
も
ん
じ
ゅ
」
も
、
こ
の
方
式
を
用
い
て
い

ま
す
が
、
ナ
ト
リ
ウ
ム
冷
却
高
速
炉
の
シ
ビ

ア
ア
ク
シ
デ
ン
ト
（
過
酷
事
故
）
の
発
生
防

止
と
、
万
一
事
故
が
発
生
し
た
時
の
影
響
緩

和
に
関
す
る
国
際
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
が
６
月

12
、
13
日
の
両
日
、
敦
賀
市
の
若
狭
湾
エ
ネ

ル
ギ
ー
研
究
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
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▼
ク
ロ
ー
ズ
ド
燃
料
サ
イ
ク

ル
（
使
用
済
み
燃
料
の
再
処
理
に

よ
る
核
燃
料
サ
イ
ク
ル
）
の
一
環

と
し
て
利
用
さ
れ
る
Ｓ
Ｆ
Ｒ
は
、

オ
ー
プ
ン
燃
料
サ
イ
ク
ル
（
核
燃

料
サ
イ
ク
ル
を
伴
わ
な
い
原
子
力

利
用
）
に
お
け
る
現
在
の
軽
水
炉

と
比
較
し
て
、
天
然
資
源
の
有
効

利
用
（
同
じ
ウ
ラ
ン
量
で
比
較
す

る
と
50
倍
か
ら
100
倍
）
並
び
に
廃

棄
物
の
放
射
性
毒
性
、
容
量
お
よ

び
熱
負
荷
の
最
小
化
を
通
し
て
、

原
子
力
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
持
続
可
能

性
を
著
し
く
高
め
る
こ
と
が
可
能

で
あ
る
。

　

▼
Ｓ
Ｆ
Ｒ
の
導
入
は
、
地
球
規

模
で
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
需
要
の
増
大

を
満
た
す
た
め
の
持
続
可
能
で
あ

り
有
望
な
オ
プ
シ
ョ
ン
で
あ
り
、

こ
の
技
術
の
成
熟
度
と
信
頼
性

は
、多
く
の
国（
中
国
、フ
ラ
ン
ス
、

ド
イ
ツ
、
イ
ン
ド
、
日
本
、
ロ
シ

ア
、
英
国
お
よ
び
米
国
）
で
の
長

年
に
わ
た
る
運
転
経
験
に
よ
っ
て

証
明
さ
れ
て
い
る
。

　

▼
東
京
電
力
福
島
第
一
原
子
力

発
電
所
に
お
け
る
事
故
は
、
原
子

力
施
設
の
シ
ビ
ア
ア
ク
シ
デ
ン
ト

に
対
す
る
各
国
の
関
心
を
高
め
る

こ
と
と
な
っ
た
。し
か
し
な
が
ら
、

い
く
つ
か
の
国
で
は
地
球
規
模
で

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
需
要
の
増
大
に
対

応
す
る
有
望
な
選
択
肢
と
し
て
、

Ｓ
Ｆ
Ｒ
の
開
発
と
導
入
の
た
め
の

努
力
を
継
続
し
て
い
る
。

　

▼
最
高
レ
ベ
ル
の
安
全
性
を
達

成
す
る
た
め
に
は
、
数
十
年
に
わ

た
っ
て
Ｓ
Ｆ
Ｒ
を
運
転
し
て
き
た

国
々
に
蓄
積
さ
れ
た
運
転
経
験
を

集
積
し
、
一
方
で
福
島
第
一
原
子

力
発
電
所
に
お
け
る
事
故
か
ら
の

教
訓
を
共
有
す
る
こ
と
が
極
め
て

重
要
で
あ
る
。
さ
ら
に
は
、
今
後

の
研
究
開
発
は
、
こ
の
運
転
経
験

や
教
訓
を
踏
ま
え
て
実
施
し
な
け

れ
ば
い
け
な
い
。

　

▼
安
全
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
と
関

連
す
る
安
全
対
策
は
、
例
え
ば
、

炉
心
反
応
度
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
、

低
圧
の
冷
却
材
、
熱
慣
性
が
大
き

い
こ
と
、
高
い
沸
点
、
最
終
的
な

除
熱
源
が
空
気
で
あ
る
こ
と
、
自

然
循
環
と
い
っ
た
、
Ｓ
Ｆ
Ｒ
が
有

す
る
好
ま
し
い
安
全
特
性
に
基
づ

く
べ
き
で
あ
る
。

　

▼
安
全
の
た
め
の
設
計
基
準

は
、
同
時
に
最
先
端
の
安
全
目
標

を
達
成
す
る
た
め
に
、
国
際
的
な

レ
ベ
ル
で
調
和
さ
せ
る
こ
と
が
必

要
で
あ
る
。
こ
の
問
題
に
対
す
る

共
通
の
努
力
は
、
第
４
世
代
原
子

力
シ
ス
テ
ム
国
際
フ
ォ
ー
ラ
ム
に

お
い
て
Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ
と
の
連
携
の
も

と
に
既
に
始
ま
っ
て
い
る
。

　

▼
国
や
国
際
レ
ベ
ル
で
実
施
あ

る
い
は
実
施
さ
れ
る
安
全
に
関
連

し
た
研
究
開
発
は
、
世
界
の
Ｓ
Ｆ

Ｒ
の
安
全
レ
ベ
ル
の
向
上
に
貢
献

す
る
で
あ
ろ
う
。

　

▼
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
に

お
け
る
事
故
を
受
け
て
、
シ
ビ
ア

ア
ク
シ
デ
ン
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の

改
良
と
と
も
に
、
Ｓ
Ｆ
Ｒ
の
設
計

に
シ
ビ
ア
ア
ク
シ
デ
ン
ト
の
発
生

防
止
と
影
響
緩
和
の
た
め
の
革
新

的
な
手
法
を
取
り
入
れ
る
こ
と
が

極
め
て
重
要
で
あ
る
こ
と
を
、
会

議
参
加
者
は
再
確
認
し
た
。

　

▼
高
速
増
殖
原
型
炉
「
も
ん

じ
ゅ
」
で
は
、
Ｓ
Ｆ
Ｒ
の
安
全
特

性
を
踏
ま
え
た
シ
ビ
ア
ア
ク
シ
デ

ン
ト
に
つ
い
て
既
に
評
価
・
対
策

が
考
慮
さ
れ
た
設
計
と
な
っ
て
い

る
。「
も
ん
じ
ゅ
」
の
再
起
動
と

運
転
は
、
第
４
世
代
炉
（
よ
り
高

い
安
全
性
や
環
境
負
荷
の
低
減
を

追
求
し
た
将
来
の
原
子
炉
）
の
Ｓ

Ｆ
Ｒ
へ
向
け
て
の
道
を
固
め
る
た

め
に
、
大
変
貴
重
な
経
験
を
国
際

的
な
Ｓ
Ｆ
Ｒ
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に

提
供
す
る
で
あ
ろ
う
。

キ
ー
メ
ッ
セ
ー
ジ
（
抜
粋
）

ナ
ト
リ
ウ
ム
冷
却
高
速
炉

を
Ｓ
Ｆ
Ｒ
と
表
記
。（
Ｓ

Ｆ
Ｒ
＝Sodium

-cooled 
fast reactor

）

　

キ
ー
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
も
示
さ
れ

た
と
お
り
、「
も
ん
じ
ゅ
」
に
つ

い
て
は
、
開
発
・
設
計
当
初
か
ら

シ
ビ
ア
ア
ク
シ
デ
ン
ト
の
発
生
防

止
と
影
響
緩
和
を
考
慮
し
た
安
全

評
価
や
安
全
対
策
が
な
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
福
島
第
一
原
子
力
発
電

所
の
事
故
を
踏
ま
え
、
さ
ら
な
る

安
全
性
の
向
上
、
充
実
を
図
る
こ

と
が
重
要
と
の
認
識
の
下
、
既
に

地
震
と
津
波
に
対
す
る
安
全
強
化

対
策
が
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、「
も
ん
じ
ゅ
」
の
性
能

試
験
再
開
と
そ
の
後
の
運
転
は
、

将
来
の
世
界
各
国
に
お
け
る
高
速

炉
開
発
の
た
め
に
貴
重
な
経
験

を
提
供
す
る
も
の
で
あ
る
と
し

て
大
き
な
期
待
を
受
け
て
い
ま

す
。

﹁
も
ん
じ
ゅ
﹂に
お
け
る
シ
ビ
ア

﹁
も
ん
じ
ゅ
﹂に
お
け
る
シ
ビ
ア

ア
ク
シ
デ
ン
ト
対
策
は
？

ア
ク
シ
デ
ン
ト
対
策
は
？
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ナ
ト
リ
ウ
ム
冷
却
高
速
炉
に
関
す
る

本
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
は
国
際
原
子
力
機

関
（
Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ
）
の
協
賛
に
よ
り
開
催

さ
れ
て
お
り
、
そ
の
事
務
次
長
で
あ
る

ア
レ
ク
サ
ン
ダ
ー
・
ビ
チ
コ
フ
氏
が
出

席
し
ま
し
た
。

　

Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ
は
原
子
力
の
平
和
利
用
を

促
進
す
る
こ
と
と
、
原
子
力
利
用
に
あ

た
っ
て
の
安
全
と
安
全
保
障
を
確
た
る

も
の
と
す
る
こ
と
の
２
つ
を
主
な
目
的

と
し
て
国
連
の
傘
下
に
設
置
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
冒
頭
の
基
調
講
演

で
、
ビ
チ
コ
フ
氏
は
ナ
ト
リ
ウ
ム
冷
却

高
速
炉
の
研
究
開
発
に
関
連
し
た
Ｉ

Ａ
Ｅ
Ａ
の
活
動
状
況
に
関

す
る
説
明
を
行
う
と
と
も

に
、
高
速
炉
技
術
を
考
え

て
い
く
う
え
で
高
速
炉
の

安
全
性
を
確
保
す
る
こ
と

は
当
然
の
こ
と
で
あ
り
、

関
係
各
国
は
す
べ
て
福
島

第
一
原
子
力
発
電
所
の
事

故
か
ら
の
教
訓
を
忘
れ
て

は
な
ら
ず
、
安
全
と
い
う

も
の
を
常
に
考
え
な
が
ら

高
速
炉
技
術
の
展
開
を
考

え
て
い
く
べ
き
で
あ
る
と

訴
え
ま
し
た
。

　
一
方
、ナ
ト
リ
ウ
ム
冷
却

高
速
炉
の
安
全
性
に
関
し

ナトリウム冷却高速炉の
国際ワークショップ

て
各
国
が
単
独
で
様
々
な
取
り
組
み
を

行
う
こ
と
は
コ
ス
ト
の
問
題
を
伴
う
こ

と
か
ら
、こ
れ
を
国
際
協
力
に
よ
っ
て
進

め
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
あ
り
、そ
の
よ

う
な
活
動
の
中
で「
も
ん
じ
ゅ
」の
役
割

は
非
常
に
重
要
で
あ
る
と
述
べ
ま
し
た
。

福
島
事
故
を
踏
ま
え
安
全
対
策

を
施
し
た 

も
ん
じ
ゅ
に
期
待

　

な
お
、ビ
チ
コ
フ
氏
は
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
開
催
期
間
中
に
「
も
ん
じ
ゅ
」
を
視

察
。
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
の
事
故

を
踏
ま
え
新
規
に
施
さ
れ
た
安
全
対
策

等
に
つ
い
て
深
い
関
心
を
示
す
と
と
も

に
、「
も
ん
じ
ゅ
」
の
研
究
は
国
際
的
な

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
活
用
で
き
、
さ

ら
に
「
も
ん
じ
ゅ
」
は
安
全
性
を
高
め

る
実
験
に
も
活
用
で
き
る
と
評
価
し

「
も
ん
じ
ゅ
」
が
安
全
対
策
を
含
め
た
国

際
的
な
高
速
炉
の
研
究
開
発
に
貢
献
す

る
こ
と
へ
の
期
待
を
示
し
ま
し
た
。

「もんじゅ」を視察するビチコフ事務次長（中央）

基調講演するビチコフ事務次長

福島事故の教訓を忘れず、福島事故の教訓を忘れず、
安全を常に考え高速炉技術の展開を安全を常に考え高速炉技術の展開を

ＩＡＥＡ事務次長が基調講演

挨拶する鈴木篤之挨拶する鈴木篤之
原子力機構理事長原子力機構理事長
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国際ワークショップへの海外からの出席者国際ワークショップへの海外からの出席者

国際ワークショップ国際ワークショップ

【ベルギー】
▽ ベルギー原子力研究所=S.ヴァンマルケ氏（シ
ビアアクシデント研究者）

【中国】
▽中国原子能科学研究院＝L.レン氏（助教授）
【フランス】
▽ 原子力安全機関＝M.コメッツ氏（コミッショ
ナー）
▽ フランス原子力・代替エネルギー庁＝F.ゴー
シェ氏（プログラムマネージャー）
▽ フランス原子力・代替エネルギー庁＝N.デビ
クトール氏（プロジェクトリーダー）
▽フランス電力株式会社＝S.カペル氏（研究員）
▽ アレバ＝B.カールリュック氏（プロセス安全部
長代理）
▽フランス大使館＝C.グゼリ氏（原子力参事官）
【ドイツ】
▽ ヘルムホルツドイツ研究センター＝B.メルク
氏（原子炉安全部、資源・エコロジー研究所）

【インド】
▽ インディラ・ガンジー原子力研究所＝P.チェ
ラパンディ氏（原子炉設計部門長）
▽ インディラ・ガンジー原子力研究所＝K.ヴェ
ルサミ氏（機械・流動部長）
▽ バラティヤ・ナビキヤ・ビデュト・ニガム社＝
P.クマール氏（会長兼社長）

▽ バラティヤ・ナビキヤ・ビデュト・ニガム社＝
A.ラム氏（部長）

【韓国】
▽ 韓国原子力研究所＝Y.キム氏（高速炉設計部
長）
▽韓国原子力研究所＝S.カン氏（上級研究員）
▽ 韓国原子力安全技術院＝N.スー氏（プロジェク
トマネージャー）

【ロシア】
▽ 物理エネルギー研究所＝I.アシュルコ氏（高速
炉安全研究所長）
▽ 物理エネルギー研究所＝Y.シュベトソフ氏（上
級研究員）

【米国】
▽ 原子力規制委員会＝T.ケヴァーン氏（上級プロ
ジェクトマネージャー）
▽アイダホ国立研究所＝D.ヒル氏（副所長）
▽ アルゴンヌ国立研究所＝T.ソフ氏（工学解析部
長）
▽ アルゴンヌ国立研究所＝M.ファーマー氏（工
学開発研究所課長）

【ＩＡＥＡ】
▽ A.ビチコフ氏（事務次長、原子力エネルギー局
長）
▽S.モンティ氏（チームリーダー）
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■
旧
北
陸
線
と
北
陸
ト
ン
ネ
ル

　

敦
賀
と
今
庄
の
間
に
は
鉢
伏
山
（
762
ｍ
）
な

ど
の
山
々
が
そ
び
え
、
こ
の
間
の
交
通
は
古
く

か
ら
難
儀
を
強
い
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

　

明
治
29
年
７
月
、
敦
賀
〜
今
庄
間
に
鉄
道
が

開
通
。
こ
の
路
線
は
敦
賀
・
東
郷
地
区
の
葉
原

か
ら
敦
賀
湾
側
の
杉
津
に
抜
け
、
山
中
峠
下
を

貫
い
て
今
庄
側
に
抜
け
る
と
い
う
大
回
り
の

コ
ー
ス
が
採
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
12
の
ト
ン

ネ
ル
が
あ
る
単
線
で
、
１
㎞
進
ん
で
25
ｍ
上
る

と
い
う
急
な
勾
配
が
続
い
て
い
ま
し
た
。
こ
の

た
め
、
輸
送
力
増
強
を
目
ざ
し
て
機
関
車
を
三

両
連
結
し
て
け
ん
引
す
る
三
重
連
も
行
わ
れ
ま

し
た
が
対
応
し
き
れ
ず
、
そ
こ
で
計
画
さ
れ
た

の
が
北
陸
ト
ン
ネ
ル
で
す
。

　

北
陸
ト
ン
ネ
ル
は
全
長
13
・
87
㎞
。
当
時
と

し
て
は
日
本
一
長
い
鉄
道
ト
ン
ネ
ル
で
し
た
。

ほ
ぼ
一
直
線
で
、
急
勾
配
の
改
善
も
あ
っ
て
、

従
来
の
敦
賀
〜
今
庄
間
26
・
４
㎞
が
19
・
２
㎞

に
。
時
間
に
し
て
30
分
以
上
短
縮
し
ま
し
た
。

　

旧
線
は
敦
賀
湾
に
面
し
た
山
腹
を
走
行
。
集

落
や
水
田
が
眼
下
に
見
え
、
美
し
さ
で
も
知
ら

れ
て
い
ま
し
た
。
現
在
、
敦
賀
市
街
〜
葉
原
間

が
国
道
476
号
、
葉
原
〜
杉
津
間
が
市
道
、
杉
津

〜
今
庄
間
は
県
道
今
庄
杉
津
線
と
し
て
、
鉄
道

路
線
の
面
影
を
残
し
な
が
ら
道
路
と
し
て
生
か

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

■
樫
曲
隧
道

　

旧
線
の
跡
を
敦
賀
市
街
か
ら
今
庄
（
南
越
前

町
）
に
向
け
て
走
っ
て
み
ま
し
た
。

　

敦
賀
市
街
地
か
ら
新
保
方
面
に
延
び
る
国
道

476
号
。
こ
の
国
道
は
市
街
地
を
抜
け
て
間
も
な

く
北
陸
自
動
道
（
以
下
「
北
陸
道
」）
と
立
体
交

差
し
ま
す
。
こ
こ
ま
で
右
側
に
並
行
し
て
い
た

北
陸
線
は
、そ
の
ま
ま
北
陸
ト
ン
ネ
ル
に
進
入
。

北
陸
道
の
高
架
下
付
近
に
は
「
北
陸
隧ず

い

道ど
う

碑
」

が
立
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
国
道
は
、
こ
の
辺
り

か
ら
葉
原
ま
で
が
概
ね
旧
北
陸
線
に
当
た
り
ま

す
。

　

国
道
を
し
ば
ら
く
進
む
と
樫

か
し
ま
が
り曲
隧
道
が
見
え

て
き
ま
し
た
。
車
は
通
れ
ず
、
ト
ン
ネ
ル
の
右

を
迂う

回か
い

し
ま
す
。
ト
ン
ネ
ル
は
、
す
ぐ
そ
こ
に

出
口
が
見
通
せ
る
短
い
も
の
。
内
部
は
レ
ン
ガ

造
り
。
入
口
は
馬ば

蹄て
い

形
に
レ
ン
ガ
を
組
み
、
左

右
に
は
門
柱
を
浮
き
出
し
て
堅
固
な
城
門
の
よ

う
に
も
見
え
ま
す
。
旧
線
に
残
る
ト
ン
ネ
ル
は

ど
れ
も
狭
く
、
ゆ
っ
く
り
内
部
を
見
る
の
は
無

理
。
そ
の
点
、樫
曲
隧
道
は
車
が
通
ら
ず
、じ
っ

く
り
観
察
で
き
ま
す
。（
以
下
、
ト
ン
ネ
ル
の

入
口
に
つ
い
て
は
敦
賀
側
を
入
口
、
今
庄
側
を

出
口
と
表
記
）

　

樫
曲
隧
道
の
次
に

来
る
の
が
「
獺う

そ
ご
う
ち

河
内

ト
ン
ネ
ル
」。
元
は

「
獺
河
内
隧
道
」だ
っ

た
も
の
を
改
修
し
た

も
の
で
、
残
念
な
が

ら
昔
の
面
影
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

■
新
保
駅
跡

　

国
道
北
上
を
続
け
る
と
獺
河
内
の
集
落
に
。

こ
の
集
落
の
入
口
付
近
、
右
手
に
新
保
駅
跡
の

記
念
碑
が
あ
り
ま
す
。
実
は
新
保
の
集
落
は
、

さ
ら
に
北
上
し
た
と
こ
ろ
に
あ
る
の
で
す
が
、

新
保
駅
は
獺
河
内
に
置
か
れ
ま
し
た
（
大
正
５

年
）。
新
保
は
温
泉
で
知
ら
れ
、
温
泉
客
は
獺

河
内
の
新
保
駅
で
下
車
し
、
結
構
な
距
離
を
歩

い
て
新
保
集
落
ま
で
向
か
っ
た
そ
う
で
す
。

　

新
保
駅
は
ス
イ
ッ
チ
バ
ッ
ク
式
の
駅
で
し

た
。
旧
線
は
勾
配
が
き
つ
く
、
一
度
停
車
す
る

と
発
車
が
困
難
で
し
た
。
そ
の
対
策
と
し
て
、

本
線
と
は
別
に
折
り
返
し
用
の
線
路
を
設
け
、

本
線
と
の
間
を
ジ
グ
ザ
グ
に
上
り
下
り
し
て
高

度
差
を
緩
和
し
て
い
ま
し
た
。
こ
れ
を
ス
イ
ッ

チ
バ
ッ
ク
と
い
い
、
葉
原
、
山
中
の
両
信
号
場

で
も
採
用
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

■
葉
原
で
国
道
か
ら
離
れ
…

　

国
道
は
木
ノ
芽
川
に
沿
っ
て
北
上
す
る
う

ち
、
葉
原
の
集
落
に
至
り
ま
す
。
国
道
は
左
手

に
鳥
居
を
見
て
上
り
な
が
ら
右
に
大
き
く
カ
ー

北陸自動車道下り線の杉津PAから見
える旧線跡の県道。上方が今庄方面

山
中
隧
道
出
口

山
中
隧
道
出
口

樫曲隧道の入口㊧と隧道内の待避所㊨

新保駅跡の記念碑

476

敦賀駅

敦
　
賀
　
湾

敦
賀
市

滋賀県

葉原隧道

北陸隧道碑

南越前町

南今庄駅

鉢伏山鉢伏山

杉津PA
（上り線）
杉津PA
（上り線）

山中隧道

北
陸 
ト   
ン    
ネ      
ル        

北
陸
道

北
陸
道

至 葉原隧道至 葉原隧道

旧
北
陸
本
線

旧
北
陸
本
線

敦
賀
〜
今
庄
間

敦
賀
〜
今
庄
間

　

Ｊ
Ｒ
（
旧
国
鉄
）
の
北
陸
ト
ン
ネ
ル
は
昭
和

　

Ｊ
Ｒ
（
旧
国
鉄
）
の
北
陸
ト
ン
ネ
ル
は
昭
和
3737
年
６
月
開
通
。
そ
れ
に

年
６
月
開
通
。
そ
れ
に

伴
い
、
北
陸
本
線
の
敦
賀
〜
今
庄
間
は
北
陸
ト
ン
ネ
ル
経
由
と
な
り
、
従

伴
い
、
北
陸
本
線
の
敦
賀
〜
今
庄
間
は
北
陸
ト
ン
ネ
ル
経
由
と
な
り
、
従

来
の
杉
津
経
由
敦
賀
〜
今
庄
間
の
営
業
が
廃
止
さ
れ
ま
し
た
。

来
の
杉
津
経
由
敦
賀
〜
今
庄
間
の
営
業
が
廃
止
さ
れ
ま
し
た
。
6666
年
間
の

年
間
の

役
目
を
終
え
た
鉄
路
跡
は
嶺
北
と
嶺
南
を
つ
な
ぐ
道
路
と
な
り
、
今
も
使

役
目
を
終
え
た
鉄
路
跡
は
嶺
北
と
嶺
南
を
つ
な
ぐ
道
路
と
な
り
、
今
も
使

用
さ
れ
て
い
ま
す
。
廃
線
跡
を
車
で
訪
ね
て
み
ま
し
た
。

用
さ
れ
て
い
ま
す
。
廃
線
跡
を
車
で
訪
ね
て
み
ま
し
た
。



ブ
し
て
い
き
ま
す
が
、
北
陸
道
を
く
ぐ
る
手
前

に
、
左
に
入
る
細
い
道
が
あ
り
ま
す
（
右
ペ
ー

ジ
下
の
地
図
参
照
）。「
旧
北
陸
線
跡
」
と
書
い

た
矢
印
形
の
標
識
が
目
印
で
す
。

　

実
は
カ
ー
ブ
の
直
前
で
見
え
た
鳥
居
の
あ
る

神
社
の
付
近
を
、
鉄
道
は
通
っ
て
い
た
そ
う
で

す
。「
旧
北
陸
線
跡
」
の
標
識
で
左
折
し
た
道

は
道
な
り
に
堤
に
乗
り
上
げ
ま
す
が
、
こ
の
堤

は
、
か
つ
て
の
鉄
道
路
線
跡
。
堤
は
大
き
く
左

に
カ
ー
ブ
し
て
い
き
ま
す
。

　

■
葉
原
隧
道

　

こ
こ
か
ら
は
東
郷
地
区
と
東
浦
地
区
の
境
の

山
を
貫
い
て
海
岸
部
に
向
か
い
ま
す
。
そ
の
ト

ン
ネ
ル
が
葉
原
隧
道
で
、
か
つ
て
ト
ン
ネ
ル
手

前
に
は
葉
原
信
号
場
が
あ
っ
た
そ

う
で
す
。

　

葉
原
隧
道
入
口
の
上
部
に
は
石

額
が
あ
り
ま
し
た
が
、
撤
去
さ
れ
て
い
ま
す
。

元
首
相
の
黒
田
清
隆
の
筆
で「
與
国
咸
休
」（
与

国
咸み

な
休
す
＝
「
同
盟
国
が
こ
と
ご
と
く
盛
ん

に
な
る
」
の
意
）。
出
口
に
も
か
つ
て
石
額
が

あ
り
、「
永
世
無
窮
」
と
刻
ん
で
い
ま
し
た
。

ト
ン
ネ
ル
は
信
号
に
よ
る
交
互
通
行
。
975
ｍ
と

長
め
で
、
待
ち
時
間
は
約
５
分
。
歩
い
て
入
口

に
近
づ
く
と
、中
の
冷
気
で
ひ
ん
や
り
し
ま
す
。

　

青
信
号
に
な
っ
て
車
を
発
進
。
ヘ
ッ
ド
ラ
イ

ト
を
つ
け
て
も
左
右
の
壁
は
良
く
見
え
ま
せ

ん
。
や
が
て
白
く
馬
蹄
形
の
出
口
が
大
き
く
見

え
て
き
ま
す
。
機
関
車
の
運
転
台
に
い
る
気
分

で
す
。
そ
れ
に
し
て
も
旧
線
の
ト
ン
ネ
ル
は
狭

く
、
行
き
違
い
は
不
可
能
。
走
行
に
は
細
心
の

注
意
が
必
要
で
す
。

　

■
鮒
ヶ
谷
隧
道
、
曽

路
地
谷
隧
道

　

葉
原
隧
道
を
抜
け
出

口
を
振
り
返
る
と
、
左

手
上
方
に
北
陸
道
の
大

き
な
陸
橋
と
北
陸
道
の
葉
原
ト
ン
ネ
ル
の
出
口

が
仰
げ
ま
す
。
こ
こ
か
ら
杉
津
ま
で
の
区
間

は
、
左
手
を
北
陸
道
上
り
線
が
並
行
し
、
そ
の

向
こ
う
に
敦
賀
湾
や
阿
曽
の
集
落
が
垣
間
見
え

ま
す
。
葉
原
隧
道
に
続
い
て
鮒ふ

な

ヶが

谷だ
に

隧
道
、
曽そ

路ろ

地じ

谷だ
に

隧
道
と
短
い
ト
ン
ネ
ル
が
続
き
ま
す
。

　

曽
路
地
谷
隧
道
を
抜
け
る
と
、
北
陸
道
の
杉

津
Ｐ
Ａ
（
パ
ー
キ
ン
グ
エ
リ
ア
）
に
近
づ
き
ま

す
。
か
つ
て
は
杉
津
駅
の
南
方
に
河
野
谷
隧
道

（
53
ｍ
）
と
い
う
短
い
ト
ン
ネ
ル
が
あ
っ
た
の

で
す
が
、
北
陸
道
の
建
設
に
伴
い
解
体
さ
れ
た

そ
う
で
す
。獺
河
内
隧
道
も
形
を
変
え
た
た
め
、

敦
賀
〜
今
庄
間
で
は
現
在
、
10
か
所
の
隧
道
が

昔
の
姿
を
残
し
て
い
ま
す
。

　

■
杉
津

　

旧
線
を
た
ど
る
道
は
北
陸
道
上
り
線
Ｐ
Ａ
の

山
側
を
通
り
ま
す
。
上
り
線
Ｐ
Ａ
は
杉
津
駅
の

跡
に
造
ら
れ
ま
し
た
。

　

杉
津
Ｐ
Ａ
か
ら
は
麓

の
集
落
や
日
本
海
、
敦

賀
半
島
が
望
め
ま
す
。

小
説
家
・
田
山
花か

袋た
い

が

「
北
國
街
道
」
に
描
い

た
景
色
で
す
。

　

杉
津
は
海
水
浴
場
で

知
ら
れ
、
夏
に
は
海
水

浴
客
が
標
高
約
180
ｍ
の

杉
津
駅
と
の
間
の
道
を

上
り
下
り
し
て
い
ま
し

た
。
こ
の
道
の
と
こ
ろ
ど
こ

ろ
に
は
石
畳
が
敷
か
れ
て
い

た
そ
う
で
す
。
こ
の
辺
り
か

ら
見
る
夕
日
は
絶
景
で
す
。

　

■
ト
ン
ネ
ル
群

　

旧
線
を
た
ど
る
道
は
上
り

線
Ｐ
Ａ
の
背
後
を
通
り
、
北
陸
道
を
く
ぐ
り
抜

け
て
Ｔ
字
路
を
右
折
。
こ
こ
か
ら
県
道
今
庄
杉

津
線
と
な
り
ま
す
。
し
ば
ら
く
緩
や
か
な
道
を

い
く
と
、
最
初
の
ト
ン
ネ
ル
の
第
一
観
音
寺
隧

道
。
こ
れ
を
抜
け
る
と
第
二
観
音
寺
隧
道
。
そ

し
て
曲

ま
が
り
た
に谷
隧
道
、
芦あ

し

谷た
に

隧
道
。
さ
ら
に
伊い

良ら

谷だ
に

隧
道
を
過
ぎ
、
最
後
に
山
中
隧
道
と
短
い
間
隔

で
ト
ン
ネ
ル
が
連
続
し
て
い
ま
す
。
ト
ン
ネ
ル

を
抜
け
る
と
、
窓
を
開
け
る
間
も
な
く
、
ま
た

ト
ン
ネ
ル
…
…
昔
の
懐
か
し
い
経
験
を
持
つ
方

も
多
い
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

曲
谷
隧
道
は
左
に
カ
ー
ブ
。
天
井
に
一
定
間

隔
で
設
置
し
て
あ
る
照
明
も
カ
ー
ブ
に
従
っ
て

丸
く
並
ん
で
い
ま
す
。
出
口
に
近
づ
く
と
、
出

口
の
向
こ
う
に
次
の
芦
谷
隧
道
、
さ
ら
に
向
こ

う
の
伊
良
谷
隧
道
が
一
度
に
見
え
ま
し
た
。
三

つ
の
ト
ン
ネ
ル
が
同
時
に
見
え
る
の
で
す
。

　

伊
良
谷
隧
道
は
信
号
機
付
き
。
信
号
が
あ
る

の
は
葉
原
隧
道
と
こ
こ
だ
け
。

　

旧
線
の
ト
ン
ネ
ル
の
入
口
や
出
口
に
は
、
レ

ン
ガ
造
り
の
も
の
と
石
積
み
の
も
の
が
あ
り
ま

す
。
第
一
観
音
寺
は
石
積
み
。
樫
曲
や
山
中
は

レ
ン
ガ
で
す
。
内
部
も
樫
曲
や
山
中
の
よ
う
に

レ
ン
ガ
の
も
の
と
、
下
部
は
石
積
み
、
上
部
は

レ
ン
ガ
と
い
う
も
の
が
あ
り
ま
す
。

　

■
山
中
隧
道

　

最
後
の
ト
ン
ネ
ル
は
山
中
隧
道
。
こ
こ
の
石

額
も
撤
去
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
こ
れ
も
黒
田

清
隆
の
筆
で
、
入
口
は
「
功
和
于
時
」（
功
時

杉津PAから見た夕日。手前は岡崎、対岸は敦賀半島

杉津駅。左手奥（葉原方面）にトン
ネルが見える（明治31年ごろか）

曲谷隧道の中から、芦谷隧道と
その先の伊良谷隧道が見える

杉津駅付近の旧線。鉄道上に岩を積んだ
トロッコが。遠景は岡崎（明治31年ごろか）

左下に葉原隧道。右上左下に葉原隧道。右上
は北陸道の葉原トンネルは北陸道の葉原トンネル
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つ
る
が
の
四
季

つ
る
が
の
四
季

発
行
所 

■ 

日
本
原
子
力
研
究
開
発
機
構 
敦
賀
本
部
＝
〒
９
１
４

－

８
５
８
５ 

敦
賀
市
木
崎
65
号
20
番

☎
０
７
７
０
（
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）３
０
２
１ 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジhttp://w

w
w
.jaea.go.jp  （

平
成
24
年
８
月
発
行
）

に
和
す
＝
「
事
業
の
完
成
は
一
時
代
の
要
請
に

あ
っ
て
い
る
」
の
意
）、
出
口
は
「
徳
垂
後
裔
」

（
徳
は
後
裔
に
垂
れ
る
）
と
あ
り
ま
し
た
。

　

出
口
前
に
「
つ
ら
ら
落
下　

頭
上
注
意
」
の

標
示
。
ト
ン
ネ
ル
内
は
始
終
、
天
井
か
ら
水
が

垂
れ
落
ち
て
い
て
、
こ
れ
が
冬
場
に
は
凍
る
の

で
し
ょ
う
。

　

山
中
峠
の
下
を
貫
き
、
１
１
９
５
ｍ
と
旧
線

区
間
で
は
最
長
。
か
す
か
に
反
対
側
の
出
口
の

明
か
り
が
見
え
ま
す
。
ト
ン
ネ
ル
内
で
嶺
南
と

嶺
北
の
境
を
越
え
ま
し
た
。

　

■
山
中
信
号
場
跡

　

ト
ン
ネ
ル
出
口
の
山
中
信
号
場
跡
は
標
高
265

ｍ
。
こ
の
辺
り
は
旧
線
区
間
で
は
一
番
高
い
と

こ
ろ
で
す
。
信
号
場
は
列
車
の
行
き
違
い
や
待

ち
合
わ
せ
を
行
う
た
め
の
停
車
場
で
、
ポ
イ
ン

ト
や
信
号
設
備
が
設
け
ら
れ
ま
す
が
、
旅
客
の

乗
降
は
取
り
扱
い
ま
せ
ん
。
山
中
信
号
場
か
ら

は
、
今
度
は
急
勾
配
の
下
り
が
続
き
ま
す
。

　

山
中
隧
道
出
口
の
左
側
に
、
隧
道
に
並
行
し

て
も
う
一
つ
の
ト
ン
ネ
ル
が
残
っ
て
い
ま
す
。

コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
の
比
較
的
新
し
い
も
の
で
、

先
端
は
行
き
止
ま
り
。
山
中
信
号
場
に
も
ス

イ
ッ
チ
バ
ッ
ク
が
あ
り
、
そ
の
た
め
の
折
り
返

し
線
が
敷
設
さ
れ
ま
し
た
が
、
こ
の
折
り
返
し

線
を
延
長
す
る
た
め
に
先
端
に
掘
ら
れ
た
の
が

こ
の
ト
ン
ネ
ル
で
す
。

　

山
中
信
号
場
に
は
こ
の
折
り
返
し
線
の
ほ
か

に
、
別
の
待
避
線
も
あ
り
ま
し
た
。
少
し
今
庄

側
に
下
っ
た
と
こ
ろ
に
あ
る
説
明
板
（
右
の
写

真
参
照
）
に
よ
れ
ば
、
今
庄
側
か
ら
上
が
っ
て

き
た
列
車
が
、
い
っ
た
ん
勾
配
の
な
い
折
り
返

し
線
に
進
入
し
、
バ
ッ
ク
で
上
り
の
待
避
線
に

入
っ
て
、
敦
賀
側
か
ら
の
下
り
列
車
を
や
り
過

山中隧道出口。左は折り返し線の跡で、奥にトンネルがある（右下写真も）

山中信号場。右手の道路（県道）は元の本線。そ
の左の草むらが待避線で、写真奥へと続いていた

大桐駅跡

山中隧道そばの石碑

信号場の説明板にある図

ご
す
。
下
り
列
車
が
通
過
す
る

と
、
水
平
な
待
避
線
か
ら
勢
い

を
つ
け
て
本
線
に
入
り
山
中
隧

道
に
進
入
し
た
と
の
こ
と
で

す
。

　

ま
た
、
敦
賀
側
か
ら
の
下
り

列
車
も
一
度
待
避
線
に
入
り
、

対
向
列
車
通
過
後
に
本
線
ま
た

は
折
り
返
し
線
へ
バ
ッ
ク
し
今

庄
方
向
へ
向
か
っ
た
の
だ
そ
う

で
す
。

　

待
避
線
は
山
中
隧
道
か
ら
少
し
下
っ
た
と
こ

ろ
に
あ
り
ま
し
た
。
本
線
（
今
の
県
道
）
が
今

庄
方
面
に
下
り
坂
な
の
に
対
し
、
待
避
線
は
県

道
の
左
側
に
標
高
を
保
ち
な
が
ら
並
行
し
て
延

び
て
い
ま
し
た
。

　

■
難
工
事

　

北
陸
線
建
設
の
な
か
で
も
山
中
〜
敦
賀
間
は

難
工
事
で
し
た
。
開
通
前
年
の
明
治
28
年
７
月

に
は
大
水
害
が
敦
賀
を
襲
い
、
堤
、
橋
、
ト
ン

ネ
ル
な
ど
に
大
き
な
被
害
が
出
て
、
鉄
道
建
設

に
携
わ
っ
た
多
く
の
人
達
も
犠
牲
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

山
中
隧
道
の
杉
津
側
入
口
近
く
、
左
手
の
平

た
ん
地
に
一
基
の
石
碑
が
立
っ
て
い
ま
す
。
自

然
石
の
中
央
に
「
南
無
阿
弥
陀
佛
」
と
刻
字
。

建
立
年
は
「
明
治
廿
九
年
七
月
」
と
あ
り
、「
第

十
二
号
隧
道
工
事
中
為
死
亡
者
」
と
の
文
字
が

読
め
ま
す
。
明
治
29
年

７
月
は
敦
賀
〜
福
井
間

が
開
通
し
た
時
期
で

す
。

　

■
大
桐
駅
跡

　

山
中
信
号
場
跡
か
ら

大
桐
の
集
落
ま
で
は

電
線
や
電
柱
が
な
く
、

す
っ
き
り
し
た
風
景
が

続
い
て
い
ま
す
。
県
道

は
鹿か

蒜ひ
る

川
の
谷
筋
に
沿
っ
て
大
き
く
カ
ー
ブ
を

描
い
て
下
り
、
い
か
に
も
鉄
道
路
線
跡
ら
し
い

雰
囲
気
で
す
。
大
桐
の
集
落
で
は
県
道
が
集
落

を
分
断
す
る
よ
う
に
走
っ
て
い
て
、
民
家
が
下

に
見
え
ま
す
。
鉄
道
を
通
す
た
め
、
堤
防
の
よ

う
に
盛
り
土
し
た
の
で
し
ょ
う
。

　

集
落
の
は
ず
れ
に
大
桐
駅
跡
の
碑
が
立
っ
て

い
ま
す
。
敦
賀
〜
今
庄
間
の
駅
は
新
保
、杉
津
、

大
桐
の
三
つ
。
大
桐
駅
は
信
号
場
だ
っ
た
も
の

が
明
治
41
年
、
住
民
の
要
望
で
駅
に
昇
格
し
ま

し
た
。

　

■
南
今
庄

　

大
桐
を
過
ぎ
る
と
道
は
平
た
ん
に
。
ほ
ど
な

く
北
陸
ト
ン
ネ
ル
の
今
庄
側
出
口
が
見
え
て
き

ま
す
。
そ
こ
か
ら
遠
く
な
く
南
今
庄
駅
。
北
陸

ト
ン
ネ
ル
の
開
通
で
で
き
た
駅
で
す
。
県
道
は

こ
の
先
、
今
庄
駅
の
手
前
で
北
陸
線
の
踏
切
を

横
切
り
ま
す
。

　

敦
賀
か
ら
北
陸
ト
ン
ネ
ル
経
由
な
ら
短
時
間

の
敦
賀
〜
今
庄
間
を
、
大
き
く
迂
回
し
な
が
ら

海
を
望
み
、
ト
ン
ネ
ル
を
ひ
た
す
ら
く
ぐ
る
。

立
ち
止
ま
っ
て
は
歴
史
を
感
じ
る
小
旅
行
が
、

こ
こ
で
終
わ
り
ま
し
た
。

大桐。右の道路が鉄道跡。集
落に向かう左の道よりも高い

　
【
参
考
】「
写
真
集 

国
鉄
・
敦
賀 

Ｊ
Ｒ
旅

立
ち
ま
で
の
105
年
」「
続
郷
土
の
碑
文
展
」
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